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8.4　訪問記録

Thailand CDM Mission　（１/５～１５） その1

訪問先 Technology Promotion Association (Thailand-Japan), TPA（泰日経済技術振興協会 設立：１９７３

5-7, Sukhumvit Rd., Soi 29, Klongtoey, 10110 Bangkok Tel: 258-0320-5, 259-9160-10
URL: www.tpa.or.th

対応者 Ｍｒ．CHEOVET YIMSIRIKUL General Manager of Energy and Creativity Consultqants Co., Ltd.
元ＴＰＡ事務総長

Ｍｒ．THITINAN YIMSIRIKUL Senior Engineer of Energy and Creativity Consultqants Co., Ltd.

訪問日/時間 1月5日
１９：００～２１：００

内容 今回、調査の現地キーパーソンであるCheovet氏挨拶し、講演をしていただいたもの。

初めに佐藤委員から氏の紹介があった。
35年前にTPA設立のため、佐藤委員がタイに赴任した時からの知り合いでTPA事務局長(2代目)
を勤めた後も省エネの第一人者(タイ省エネセンター初代事務局長)として活躍、現在はコンサル
タントとして指導に当っておられる。
タイのエネルギー白書(化学技術白書)をCheovet氏が最初に編集。
TPA時代には、日本の省エネセンター等の専門家を招聘し、省エネ事業を起こした。
1962～1969在日、東工大･機械修士。

講演：(要旨)
TPAの紹介－日本語セミナー、その他セミナー、語学教育、出版、図書館　等々。
省エネについて－日本の専門家を招いて、タイにも省エネセンターが出来た。
　　　　　　　　　　 　日本語で送られてくる資料、文献を翻訳し、セミナーを行い、本にした。
法律－日本にならってタイにも必要と主張し、1992年アナン政権の時、タイにも法律が出来た。
　　　　 エネルギー使用効率化と環境のふたつの法律。
　　　　 しかし、タイの法律は実施段階で失敗だらけとなり、ドイツからコンサルタントを呼んで
　　　　 対処したとのこと。

・法的には日本をまねして一応、省エネについて整えたが、生かし切れていない
・省エネはタイ国(特に中小企業では)進んでいない→裏を返せば省エネはコストダウンの宝の山
　である。
・タイ国だけでなく、他の開発途上国もまったく同じ。
・産学の協力もタイでは弱い。
・現在コンサルをしており、ムダを省く→エネルギーを省く→欠陥品を少なくする事に執念を
  燃やしている。
・省エネ5つの道具を開発(1.空運転チェックシート　2.フローチャート法　3.魚の肉法　4.原因分析
  法　5.記録の層別分析)－いづれも日本で広く使用されているQC7つ道具、新QC7つ道具、目
　で見る管理、トヨタ生産方式、5S、TPM、ブレーンストーミング

田森委員長の挨拶、コメントの後、質問
Q:タイでも石油の価格が上がると省エネへの熱意が高まるか？
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 STD. PRODUCTION CO.,LTD. 設立：１９８９ ISO9001-2000,　ISO/TS16949
160 Moo 5 Soi Sukhapilban 2, Putthamontol Soi 5, Omnoi, Krathumban, Samutsakorn 74130

URL: www.std-production.com

対応者 Mr. SUETOSHl TAKEMURA/竹村ｽｴﾄｼ（元ホンダ） General Manager

Mr.Jermchai Pulsawas Factory Manager

他多数

訪問日/時間 1/6
8：00～11:00

業務内容 二輪車（６０％）、四輪者（３０％）の部品製造；スティール、アルミ、プラスティック
製造工程；プレス、塗装(アクリル）、溶接(ミグ、スポット）ライン、手研磨作業、目視検査ライン
カスタマー；日系企業

人員 ３４０人
３工場、３交代勤務？
教育；いろいろな研修に参加している。

・熱源 プロパン バーナー16基
電気 　　　すべての熱源をまかなっている。 ヒーター38基
重油

・使用量 第1工場　145,620ｋｗ/ｈ　　473,000Bahts/月
　使用金額 第2工場　　87,480ｋｗ/ｈ　　299,000Bahts/月

第3工場　　41,360ｋｗ/ｈ　　166,000Bahts/月

LPG；450,000Bahts/月
・省エネ活動 考える状況ではない。この地区の他のローカル企業も同じレベルではないか？

工場内状況 不良率１５％；目視検査ー基準に対しより厳しくなる傾向。
コンプレッサーのエア漏れあり。
製品の手研磨粉が別の製品上に降りかかっている。
製品、半製品ストックヤードの管理方法の改善。
金型ストレージの明示版、プレス稼動計画の明示版など、要改善。
当日生産計画と製造量との乖離あり。
半製品用のラック数の適正化。
塗装方法、手作業の見直し。

・タイのローカル企業の省エネはまだまだ、だと言うMr.Cheovetさんの意見が実感出来た。

・タイの中小企業；品質は自動車部品として、世界への輸出部品なのでレベルは高い。
 　→コストはまだまだ→省エネはもっと進んでいない

・自動車部品会社でありながら、改善提案制度も始まっていなかった。

Discuss エネルギー管理工場ではない。
サムサコーン地区の大気、水質基準あり。ー30数年前から砂糖工場,製紙工場などからの問題
あり。地区には約600社ほどあるが、そのうち200社が登録され、環境管理の優良20社の中の
一つとして表彰されている。

今後の二輪車の生産量は３０％ほどダウンする見込み。エネルギーコストが高いので、
コスト削減のため、エネルギーコストを２０～３０％抑える活動が必要と考えている。
熱管理士などの育成も考慮している。
熱源の改善も検討。

 　→このことから省エネは、将来戦略の目玉となり得る。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 PMT-Central Glass Co., Ltd. 設立；１９７８年？ ISO９００１－２０００

41 Moo 12 Petchkasem Road, Omnoi, Krathumban, Samutsakorn 74130
URL: www.pmk-central.com

対応者 Mr.ANUCHART SUTHIKUNCHORN Assistant Managing Director

Mr.PRACHA ATHIKOMPANYAWONG Production Manager

他2名
訪問日/時間 1/6

14:00～16：00
業務内容 建築用、自動車用のガラス、ラミネートガラスの加工

製造ライン；切断、テンパー炉、研磨ライン、検査ライン

人員 1400人
3交代勤務
ビルマ人が多い。

・熱源 電気
　炉用の電気をLPGに変更する。電気代は時間帯により、１：３ほどの差がある。

・使用量 夜間電力 　　　1.5Bahts/ｋｗ
　使用金額 昼間電力 　　　5.0Bahts/ｋｗ 　　　　1ｹ月　2,076,600KWH 6,300,000Bahts

LPG 　　　　1ｹ月　　　19,480Kg 　266,000Bahts
・省エネ活動 実施できていない。

お金がかかるので大きな目標は作っていない。

・数多くある電気炉をLPGへ変更する計画がある。 これらをまとめて、CDMのテーマになり
・自家発電も考えている。 得ないのだろうか。

工場内状況 エネルギー指定工場
工場レイアウトに問題あり。リードタイムの短縮が省エネに通じる。
ストックヤードが工場の大部分を占めている；建材等は全量一括搬入が要求されるとか。
材料搬入から出荷まで、約3ヶ月。
リードタイムは2週間と言っているが、より長いように感じられた。
エネルギー指定工場
　　　・それにしては、各所でのエアー洩れが見つけられた。

炉稼働率；７０％
　製品サイズと使用炉（連続、バッチなど）の適正化により、省エネが図れるのではないか？　　

Discuss 電力消費量が多いのが問題。
　　炉の稼働率は70％
　　PM6：00～9：00は消して、PM10:00～夜間作業をする。(深夜電力)
　　従来の買電を太陽光発電に切り替えるという提案もある。
　　これはCDMになり得るが、自力で切り替えて利益も出るようになるとCDMにはならない。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 Thailand Greenhouse Gas Management Organization, TGO 設立；2007
60/1 Soi Phiboonwattana 7, Rama IV Rd., Bangkok 10400

URL: www.tgo.or.th

対応者 Mr.Sirithan Pairoj-Boriboon   Executive Director

他2名
訪問日/時間 １/７

11:00～12:00
業務内容 タイにおけるCDMプロジェクトをチェックする機関

人員 27人
　　内、テクニカルレビュアー6名(出向者の出向元は、再生エネルギー協会、工業経済局、
　　国家開発局、タイ工業連盟、タイ商工会議所、個人、大学教授(タマサト大学)、運輸局　等
　　総動員体制)

概況 2008年末、４１のプロジェクトが政府登録されている。リストあり。
現在開始より52プロジェクトが承認されている。

TGO　Board　　2回/月
オーディターは6人おり、現在も申請案件の審議を行っている。

Chair　Man　元科学技術庁長官
承認プロジェクト
　バイオガス関連　５０％
　バイオマス関連　２０～３０％
　セメント工場の廃熱利用-3件
　省エネ型電球　5億個の切り替えプロジェクト

タイ発電公社が5億個の電球を消エネ照明型電球に変換するプロジェクトを申請する
予定にしているとの事。
(この場合、エミッションファクター<<電力の排出係数>>が、政府公認である場合は良い
のだが、タイの場合は電力庁で発表しているも、更新されていない。)
　・この様なテーマであれば、タイ中にたくさん見つけられるのではないかと思うが。
　・タイへの海外の投資国は、デンマーク15件等と、ヨーロッパ勢が多い。
　・TGOもCDMのセミナーを開いている産業の少ない地方、内陸の人達も数回出席して
　　理解しようとしている。
　・日本も三井、三菱UFJ証券等、熱心に活動している。

Discuss Q:データの信頼性は？(中国でも問題になっている)
A:Basic Figure(??)電力庁のデータは必ずしも新しくないから、申請の時計算し直す。
　 いつか公表できるデータを検討する。

Q:コンサルタント会社は？
A:EUの会社。日本は少ない。(iGESのみ?)　JICAに期待。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 The Energy Concervation Center of Thailand, ECCT Mini Plant 設立；１９８２？
Bangkok Thai Tower 10th floor, 108 Rangnam Rd., Thanon Phayathai, Ratchathevi, Bangkok 10400

URL: www.ecct-th.org www.dede.go.th

対応者 Mr.Phongjaroon Srisovanna Executive Director

Mr. Somjet Thongkumwont  Technical Division Manager

Mr. Narong Pooyoo Dept. of Alternative Energy Dev. & Efficiency, Ministry of Energy

他多数
訪問日/時間 １/７

14:00～16:00
業務内容 職業訓練センター；日本円2億円のプロジェクトにより設立されたトレーニングセンター。

電気技術士、熱管理士養成講座実施。
王様によるエネルギープロジェクト；3000人の小学生、5000人の一般を招待してのセミナー開催。
政府委託による、コンサルタント、監査、リサーチを実施。
省エネと政府の省エネ方針を支えるのが目的。
法人会員５００社

1,000人のPREは足りている。が、増やすことになっている。

年間計画
600人の一般PRE

予算の根拠 400人のPREシニアー
400人

2年前に法律が変わった。(新しい省エネ法)
1メガワットを超えない工場　　：　　1人の一般PRE
3メガワットを超える工場　　　 ：　　PREシニアを置く タイに1,000ケ所の工場

一般PRE　：5日間の産学　+　1日の試験
PREシニア：ミニプラントで、熱･電気の講習を受ける。研修終了書を出す(PREになる)

ECCTで昨年430名のPREシニアが得られた。
(現在タイ全体で1,600名いる。周辺国を含めるともっともっと多い。)

人員 ４０名
１９７３年石油危機、１９８２年設立、１９８５年スタート、１９８７年実施スタート

工場内状況 ５Sが実施されている。
　緑ペンキによる床塗装、黄色線による通路区画など。
　各配管の名称明示。
　
省エネルギーの教育用ミニプラントは、技能、技術的によく理解できるようにつくられていて
申し分内設備。日本の国際協力の成功例としてあげられるのは納得できた。

訓練の為の設備
　　①ポンプ　　②エアーコンプレッサー　　③ファン　　④燃焼炉　　⑤STEAM　TRAP
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Discuss 省エネプラン；5ヵ年計画に則り進められている。意識の改善、ハウスキーピング。
Mini　Plantは近隣諸国からの職業訓練にも活用されている模様。

・今後はメコンプロジェクトとして、五カ国の研修センターとしての役割を担う。
・熱・電気エネルギー管理しの養成が、ECCTの役割だが、省エネ法と管理士の役割と、
  実際に企管理士の活躍の状態がいま一つ理解できなかった。

・ECCTはCDMプロジェクトに大きく関与している。この点は日本の省エネルギーセンターより
　活動の幅が大きい。

Q:5ｹ国(タイを含む)PREのトレーニングとのこと、今はどの程度の人が？
A:500人/年

Q:CDMを使わない理由は？
A:・・・。

Q:会費収入の構成は?
A:委託事業収入が主。会費は少ない。会員はセミナーとかへの参加で協力してくれる。

Q:省エネ法によって会社が義務を持つ。それとECCTとの関係は？
A:省エネ法が後から出来て、Operationは先に行われていた。しかし、義務づけられた。
　 1992年から10年間は政府が融資してくれたので、(10万バーツ)、ECCTは運営出来た。
　 2002年からは自力で運営している。

Q:今でも研修をしているが、それはボランタリーか？
A:ボランタリーでやっていたが、1,000KW以上使用の工場は必ず工場内にPREを置かないと
　 いけないので、その研修を行う。5日間研修で6日目は試験、60%以上が合格する。

Q:実施しなければならない消エネ項目は？
A:House Keeping.　工場、デパートにおける意識づくり。

Q:具体的なアイテムは？
A:再生利用とかエアコンのフィルターの扱いとか。電気についてはマネジメントをしている。

Q:5ｹ年計画には何か具体的に出てくるのか？
A:政府のマスタープランとして大きな目標がある。大学とか。

Q:エネルギーの開拓をしているか？CDMと結びついた例は？
A:まだCDMと結びつけたものはない。

Q:CDMにする意向は？
A:1年に20万トン位のCDMを。
　 Full Scale Demonstration Project(FSDP)
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 The Federation of Thai Industries, FTI
Queen Sirikit Nat. Conv. Center, Zone C, 4th F, 60 New Rachadapisek Rd., Klongtoey, Bangkok 

URL: www.fti.or.th www.iie.or.th

対応者 Mr. Pairat Tangkaseranee Deputy Secretary General

Mr. Rungruang Saipawan Director, The Institute of Industrial Energy

他
訪問日/時間 １/８

10:30～11:30
業務内容 参加企業　6,800社

概況 タイ国では、
・FTI、TGO、TPA、それぞれのレベルでCDMに取り組んでいる。
・まずセミナー等を通して、3年前より啓蒙活動を開始
・その結果、実際にはECCT等、準政府系機関の協力を得ながら、CDMテーマは増大している。
・タイ国としては、上からの動き(政府、工業連盟等)は、少しずつではあるが、浸透して来ている。
・どんなセクターを将来期待しているか。まずセメント
・経産省もCDMもどきを推奨している。

Discuss ・CDMの問題はFUND
・タイの現在の投資国は、デンマーク、日本、ドイツ、フランス

+
連携

大きな役割
啓蒙運動 (省エネのスペシャリスト)

TPA

例えばセミナー開催(予定)
　cf　2009.2.10～12 "Opportunities of Industrial Sector in CDM Projects" 

(NEDO、JETRO、TGO、三菱UFJ、S、前川製作所、ESCO FUND)

6,800社←きわめて多い
タイ工業連盟 省エネルギーセンター

省エネルギーコンサル
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 SCG Cement Co., Ltd. 設立；
1 Siam Cement Rd., Bangsue, Bangkok 10800

URL: www.scg.co.th

対応者 Mr.Kriengkrai Suksankraisorn Senior Engineer, Engineering Div.

Mr.Chanwut Limpichai Senior Engineer, Engineering Div.

Mr.Somwung Sintumongkolchai Environmental Manager, Sustainable Development

訪問日/時間 １/9
8:00～9:00

業務内容 タイ国を代表する大企業
年間生産量：グレイセメント　　　23,000,000ton
年間生産量：ホワイトセメント　　　  160,000ton
年間生産量：モルタル　　　  　　　 1,350,000ton　　　　　　　他

・省エネ活動 ・政府、FTIと協力しながらCDMをつくり上げて来ている。
　　(コストをかけてまでCO2を減らす努力は出来ない。代替燃料は高くつく。)
・廃棄物による発電等は、政府の法律との整合性が必要。

概況 ・サイアム･セメントでは、
　　CER(認証排出削減クレジット)のバイヤーが決まっていないのに〔すなわち投資国がまだ
　　決まっていないのに〕CDM申請を出す用意もしているとの事。
　　ただし、PDD(プロジェクト設計書)がDOE(指定審査機関)でCDMでないと出来ないと言う事を
　　証明してもらう事が必要。
　　この例を見ると、"先進国の技術移転をする"と言うCDMの最初の主旨とは別に先進国の
　　技術移転なくても、CDMとなり得ると思えた。

Discuss 　サイアム･セメントでは、1999年以来、代替エネルギーと再生エネルギーを使用している。
代替エネルギーとしては、バイオマス(チップ)に取り替えてある。
2010年までに1tonのセメント当りのCO2発生を670Kg以下に減らすことを目指している。

　化石燃料とクリンカーはCO2を多量に発生させる。
グループ全体としても社長が委員長の委員会をつくり、CO2の発生を低下させる活動をしている。
CDMも5年間やってきているが、DOEの審査に1年もかかるのは問題。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

訪問先 KDK-FUJIKURA (THAILAND) LTD. 設立；１９８８．１ ISO9001ｰ2000、ISO14001-2004
60/73 Moo 19 Navanakorn Ind. Estate Zone 3, Pahonyothin Rd., Klong Nueng, Klong Luang, 
Pathumthani 12120

URL: www.kdk.fujikura.co.th

対応者 Mr. Shigeki Kasai / 河西茂樹 President

Mr. Tetsuya Sano / 佐野哲也 General Manager

訪問日/時間 １/9
14:00～16:00

業務内容 プラグ差込電線製造；各国の法律、規格をクリアーする必要がある。
輸出先；アメリカ、カナダ、ヨーロッパ、英国、日本

　
人員 775人（日本人5人）

・熱源 電気；エアコンの使用が主。

・使用量 300,000ｋｗｈ/M；　（CO2排出量換算→30万Kwh/M=２０００T/年→10%として約200T？）
　使用金額

・省エネ活動 2年前から藤倉電線の主導で実施。
空調にかかるコストが増大し、そのため、Rangsit Univercityのコンサルタントにより、実施。
目標達成時には、補助があるとか。
　工場内温度を如何に上げないかの工夫；断熱材の使用、窓際の植林、熱発散法の改善。
　省エネ意識付けの教育、しかし効果は薄いようだ。
　あるレベル以上の作業者に対する小集団活動の実施。提案活動。

概況 電源コード；ゴム被服から塩ビコンパウンドに変更。
販売量；05年Max　近年減少、　しかし、売り上げ高は増大。
　ハロゲンフリー？4000万本の要求など新製品の受注によるものか？

・日系企業だけあって、省エネ活動も良く、実施している。
　タイのローカル企業と較べるとMr.Cheovetさんの言うタイのローカル企業の省エネはまだまだが
　良く解る。(ただ、この活動はトップダウンでの活動)
・省エネについては、コンサルタントを使ったとの事。Mr.Cheovetさんの様なコンサルは、タイでは
　必要性が高いようだ。
・現場従業員の省エネ意識はまだ低い。

Discuss
エコ材料の使用。
生ごみ、ごみは有償売買。

廃棄物は全て有償となっている。理由は処理コスト(人件費)
熱効率向上のための工夫あり。？

デリバリーフィーの安価である事が日本と大きく異なっているので。

省エネの工夫；工場への引き込み電線を張る際には大径化電線（久米氏推奨）採用を検討いただく。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

社名 TNI（泰日工業大学)

訪問日/時間 １/10
16:00～17:00 帰路、スワンナブーム国際空港への途中で見学

業務内容 設立の背景等は、佐藤委員が詳しい。
(また、泰日工業大学の日本文パンフレット有り)

　
概況 ・(土)に見学したが、16時すぎであっても学生の多数実習に来ており、自ら溶接で、自動車の

　シャーシー(台車)を製作していた。その熱意は(日本の大学と較べても、勝るとも劣らない)
　新興国としての若さが感じられた。
　このミッションの最後にふさわしい光景を見させていただいた事は、CDMの調査とは別に、
　タイ国に対する将来の期待が感じられ、さわやかな気持ちを持って、帰国する事が出来た。　

Discuss

対応者
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

名称 Institute of  Management and Technology Promotion(IMT)

対応者 PHAM XUAN MAI, PRESIDENT 
NGUYEN THI MAIANH, VICE-PRESIDENT 

訪問日/時間 1/12
8：00～9:00

業務内容 コンサルタント、研修事業等

概況 CDMについて説明し、今回のタイでの活動内容を報告した。
IMTではCDMについては殆ど情報がなく、是非ベトナムでもCO2削減プロジェクトに参画したい
との事であった。
今後の進展に期待する。

54



Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

社名 FPT（Furukawa Precision Thailan 設立；１９９６

対応者 中原社長

訪問日/時間 １/1３ バンコックから車で約１時間。アユタヤ地区。
9:00～12:00 1/57Rojana Industrial Park Karnham U-Thai Ayutaya 13210

業務内容 コネクター用貴金属めっき、半導体リードフレームの製造販売

人員 ２６０人
　工場；　　２４８人
　事務所；　１２人

・熱源 電気、蒸気

・使用量 電気；５８0,000kwh/月
　使用金額 スチーム；60　トン/月

・省エネ活動 コンプレッサーの使用方法、空調設備の電力消費などについて活動している。
　　　コンプレッサー；使用負荷により切り替えるなどきめ細かな作業改善を行う。
　　　工場屋根に断熱材を設置し、空調設備の電力消費量を抑える取り組みを実施。

更に、09年度には起業による省エネ対策を実施する予定

概況 設備台数
貴金属めっきライン；　２　ライン
貴金属スポットめっきライン；　９　ライン
その他金属めっきライン；　１ライン
プレス設備；８　台
ディプレース　カット設備；　4台
洗浄機；　２台

Discuss 社員の離職率は１～２％。
本社社員によるローカル作業者の教育、設備メンテナンスの標準化など取組む。
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Thailand CDM Mission　（１/５～１５）

社名 FMT（古河メタルタイランド） 設立；１９８８．６ ISO9001　ISO 14001
バンコックから東北へ車で約１時間。Saraburi地区。

対応者 西郡社長
岡留GM

訪問日/時間 １/14 バンコックから車で約１時間。アユタヤ方面のSaraburi地区。
9:00～12:00

業務内容 りん脱酸銅管の製造。用途；冷蔵庫用、エアコン用
　5種類のチューブ；熱交換用　内面溝つき管、プレーン管、細管
　　　　　 　　　　　冷蔵庫用　半硬管

　　　　　アキュムレーター、タンク用　太管
人員 633人（日本人9人）

　工場；　　607人（4人）
　事務所；　26人（5人）

・熱源 電気、ガス
　シャフト炉、テンパー炉、誘導加熱炉、管製造設備

・使用量 電気；3,400,000kwh/月 4,4BT/kg
　使用金額 ガス；10,000MBTU 1.9BT/kg

・省エネ活動 エネルギーコストは全体の３０％を占める。3年前から活動を始めた。
　炉；操業スタート時、終了時におけるOn Offのタイミング調整。自動停止化。
　鋳造、焼鈍炉；ガスバーナー使用法の標準化。
　電気自動停止化；操業終了時は強制的に自動停止を実施。
　エアコンプレッサーの漏れ対策、容量の小型化、クーリングタワーの休日自動停止化、
　蛍光灯の間引き点灯、ひも付きSWに変更、

概況 生産量；2007年　27000トンMax
　　　　　今年の生産予定量は20000トンとかなりの減産である。そのため、集中鋳造、焼鈍を実施。
生産量が少なくなると、ストックヤードの広さと製品ストックのためのラックの多さが目立つ。
設備の増設構想もペンディングとしているものあり。

Discuss 主なカスタマー；日系企業（ダイキン，三菱など）　７０％。ローカル　２０％。その他。
コンペチター；三菱マテリアル神戸製鋼、日立
作業者教育；2年前から実施。QC,　5S,　改善
保全教育；　保全マンからスタッフによる設備保全を目指している。
スタッフは全員が社員としての扱いのため、離職率は低い。
付加価値のある細管の製造比率を上げることを検討中。
リサイクル品の活用比率向上。
廃棄物、ごみなどは有償処理。
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８．５ セミナー開催報告 
 1月 8日(木)午後、CDMに関するセミナーを開催した。 
セミナー開催は、委員会と度々行った小打ち合わせで計画、準備してきたもので、200人を 
超える参加者があり、非常に盛会であった。 
 事前準備、関係者への根回し等、開催に必要な準備は社団法人日･タイ経済協力協会専務 
理事の佐藤委員、現地駐在のアドバイザー山本氏らが周到に進めていただいたお陰で予想を 
上回る成果を挙げることが出来た。 
 
（１）日時、場所、セミナー名 

2009年 1月 8日(木)  13：00～17：00 

 
TPI(技術振興センター) 大ホール 
“Energy Saving and CDM Projects Promotion Seminar” 
                 8 January 2009 

 
（２）発表者と演題 

    開会挨拶：佐藤委員(JTECS専務)  

    通 訳 ：Dr.Mangkorn Rodprapakorn(準教授) 
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   １．田森委員長(JQA、CDM主任審査員 工学博士) 
     「Utilization of Kyoto Mechanism／CDM」 

      

 
   ２．白川委員(CDMコンサルタント) 
     「CDM for Energy Efficiency Projects」 

      
 
   ３．久米委員(JECTEC主管研究員) 
     「Energy conservation by doubling of the electric cable conductor size」 
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   ４．Ph.Dawan(準教授) 
     「Energy conservation and CDM in Thailand」 

      
   発表はスクリーンを使い、日本語をタイ語に通訳するという形式で行った。 
   タイの方の発表はタイ語で行われた。 
 
（３）アンケート結果 
    質疑応答の他に、アンケート用紙を全員に発表資料と共に配布したが、記入する時 
   間がなかったせいもあって積極的に回収出来なかった。 
    しかしながら、後日送っていただいた回収アンケートは 61枚あり、参加者の意欲 
   を感じることが出来た。 
    簡単な設問部分の結果だけを以下に示すが、概ね好評で CDMに対する関心を喚起 

出来たように思われる。 
 
   設問例 

１．セミナーをどの様に感じましたか？ 
良かった    57  理由： 

①どうやれば、CO２が減らせるかが理解できた。 
②コスト低減と CO２削減の両方ができる。 
③CDMの知識が得られた。 
④ISO26000と関連づけてアイディアが得られた。
 等。 

特に良くもない  4  
 

理由： 
①セミナーは良いが、我社には関係ない。 
②興味がない。 
③一般的な話題と思う。 
④理由なし。 
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